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(57)【要約】
【課題】拡展性に優れ、同時に保存安定性にも優れた水田用水性懸濁農薬組成物を提供す
る。
【解決手段】炭素数６～１４のアルカンジオール及び下記の化１で示されるアルカンジオ
ール誘導体から選ばれる一つ又は二つ以上の農薬組成物用拡展剤を０．１～１０質量％、
農薬薬効成分を０．１～７０質量％及び分散助剤を０．１～２０質量％の割合で含有し、
且つ該農薬組成物用拡展剤、該農薬薬効成分及び該分散助剤を合計で５～９０質量％とな
るよう含有させた。
　【化１】

　（化１において、
　Ｒ：炭素数６～１４のアルカンジオールから全ての水酸基を除いた残基
　Ａ１，Ａ２：合計１～７個の炭素数２～４のオキシアルキレン単位で構成された（ポリ
）オキシアルキレン基を有する（ポリ）アルキレングリコールから全ての水酸基を除いた
残基）
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数６～１４のアルカンジオール及び下記の化１で示されるアルカンジオール誘導体
から選ばれる一つ又は二つ以上の農薬組成物用拡展剤を０．１～１０質量％、農薬薬効成
分を０．１～７０質量％及び分散助剤を０．１～２０質量％の割合で含有し、且つ該農薬
組成物用拡展剤、該農薬薬効成分及び該分散助剤を合計で５～９０質量％となるよう含有
してなることを特徴とする水田用水性懸濁農薬組成物。
【化１】

　（化１において、
　Ｒ：炭素数６～１４のアルカンジオールから全ての水酸基を除いた残基
　Ａ１，Ａ２：合計１～７個の炭素数２～４のオキシアルキレン単位で構成された（ポリ
）オキシアルキレン基を有する（ポリ）アルキレングリコールから全ての水酸基を除いた
残基）
【請求項２】
　農薬組成物用拡展剤が、化１で示されるアルカンジオール誘導体から選ばれる一つ又は
二つ以上である請求項１記載の水田用水性懸濁農薬組成物。
【請求項３】
　化１で示されるアルカンジオール誘導体が、化１中のＲが炭素数８～１０のアルカンジ
オールから全ての水酸基を除いた残基である場合のものである請求項１又は２記載の水田
用水性懸濁農薬組成物。
【請求項４】
　化１で示されるアルカンジオール誘導体が、化１中のＡ１及びＡ２がそれぞれ合計２～
４個のオキシエチレン単位及び／又はオキシプロピレン単位で構成されたポリオキシアル
キレン基を有するポリアルキレングリコールから全ての水酸基を除いた残基である場合の
ものである請求項１～３のいずれか一つの項記載の水田用水性懸濁農薬組成物。
【請求項５】
　分散助剤が、ポリオキシアルキレンアリルフェニルエーテル硫酸塩、ポリオキシアルキ
レンアリルフェニルエーテルリン酸塩、ナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物金
属塩、リグニンスルホン酸金属塩、ポリオキシアルキレン多価アルコール脂肪酸エステル
及び多価アルコール脂肪酸エステルから選ばれる一つ又は二つ以上である請求項１～４の
いずれか一つの項記載の水田用水性懸濁農薬組成物。
【請求項６】
　多価アルコール脂肪酸エステルが、ショ糖脂肪酸エステルである請求項５記載の水田用
水性懸濁農薬組成物。
【請求項７】
　ショ糖脂肪酸エステルが、ＨＬＢ１０～１８のものである請求項６記載の水田用水性懸
濁農薬組成物。
【請求項８】
　農薬組成物用拡展剤を１～８質量％、農薬薬効成分を１～５０質量％及び分散助剤を１
～１０質量％の割合で含有し、且つ該農薬組成物用拡展剤、該農薬薬効成分及び該分散助
剤を合計で１０～７０質量％となるよう含有してなる請求項１～７のいずれか一つの項記
載の水田用水性懸濁農薬組成物。
【請求項９】
　２０℃における粘度が５０～２０００ｍＰａ・ｓの範囲にある請求項１～８のいずれか
一つの項記載の水田用水性懸濁農薬組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、水田用水性懸濁農薬組成物に関する。水田に主に発生する病害虫や雑草等を
防除する際、水性懸濁農薬組成物を大量の水で希釈し、散布機を用いて散布するのではな
く、田面に直接若しくは高濃度に希釈して散布することができれば、省力化が期待できる
。しかし、水性懸濁農薬組成物を田面に直接若しくは高濃度の希釈液で散布する場合、農
薬薬効成分が田面に短時間に広範囲に拡展する必要がある。本発明はかかる拡展性に優れ
た水田用水性懸濁農薬組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、田面に直接散布する水田用水性懸濁農薬組成物として、１）除草活性化合物の中
位粒子径を０．５～１０μｍに調整し、製剤安定性を改良したもの（例えば特許文献１参
照）、２）非透水性紙製容器に充填し、吐出性を改良したもの（例えば特許文献２参照）
、３）表面張力を２５．０ｍＮ／ｍ以下、粘度を１００ｍＰａ・ｓ（２５℃）以下に調整
し、薬害を低減したもの（例えば特許文献３参照）、４）変性ポリビニルアルコール及び
高沸点溶剤を添加することにより貯蔵安定性を向上したもの（例えば特許文献４参照）、
５）粒径３００μｍ以下の中空粒子状担体を添加し、比重調整して拡展性を向上したもの
（例えば特許文献５参照）等が知られている。
【０００３】
　ところが、これら従来の水田用水性懸濁農薬組成物には、実際のところ、拡展性が不充
分という問題があり、なかには保存安定性が悪く、分離し易いという問題を有するものも
ある。
【特許文献１】特開平１１－２１２０４号公報
【特許文献２】特開平１０－３１６５０２号公報
【特許文献３】特開平５－１０５６０１号公報
【特許文献４】特開２００２－２９３７０２号公報
【特許文献５】特開２００２－１９３７０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、拡展性に優れ、同時に保存安定性にも優れた水田用
水性懸濁農薬組成物を提供する処にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　しかして本発明者らは、上記の問題を解決すべく鋭意研究した結果、特定の拡展剤、農
薬薬効成分及び分散助剤を特定の割合で含有してなるものが正しく好適であることを見出
した。
【０００６】
　すなわち本発明は、炭素数６～１４のアルカンジオール及び下記の化１で示されるアル
カンジオール誘導体から選ばれる一つ又は二つ以上の農薬組成物用拡展剤を０．１～１０
質量％、農薬薬効成分を０．１～７０質量％及び分散助剤を０．１～２０質量％の割合で
含有し、且つ該農薬組成物用拡展剤、該農薬薬効成分及び該分散助剤を合計で５～９０質
量％となるよう含有してなることを特徴とする水田用水性懸濁農薬組成物に係る。
【０００７】
【化１】

【０００８】
　化１において、
　Ｒ：炭素数６～１４のアルカンジオールから全ての水酸基を除いた残基



(4) JP 2010-143849 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

　Ａ１，Ａ２：合計１～７個の炭素数２～４のオキシアルキレン単位で構成された（ポリ
）オキシアルキレン基を有する（ポリ）アルキレングリコールから全ての水酸基を除いた
残基。
【０００９】
　本発明に係る水田用水性懸濁農薬組成物（以下単に本発明の組成物という）は、農薬組
成物用拡展剤（以下単に拡展剤という）、農薬薬効成分及び分散助剤を含有して成るもの
であり、拡展剤は、炭素数６～１４のアルカンジオール及び化１で示されるアルカンジオ
ール誘導体から選ばれる一つ又は二つ以上から成るものである。
【００１０】
　本発明の組成物に供する拡展剤は炭素数６～１４のアルカンジオール及び化１で示され
るアルカンジオール誘導体から選ばれる一つ又は二つ以上であるが、化１で示されるアル
カンジオール誘導体から選ばれる一つ又は二つ以上が好ましい。
【００１１】
　前記の炭素数６～１４のアルカンジオールとしては、ヘキサンジオール、ヘプタンジオ
ール、オクタンジオール、ノナンジオール、デカンジオール、ウンデカンジオール、ドデ
カンジオール、トリデカンジオール、テトラデカンジオール等の炭素数６～１４の直鎖ア
ルカンジオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、２－ブチル－２－エチル－１
，３－プロパンジオール、２，４－ジエチル－１，５－ペンタンジオール、２－メチル－
１，８－オクタンジオール等の炭素数６～１４の分岐アルカンジオールが挙げられるが、
なかでも炭素数８～１０のアルカンジオールが好ましい。
【００１２】
　また化１で示されるアルカンジオール誘導体において、化１中のＲは炭素数６～１４の
アルカンジオールから全ての水酸基を除いた残基である。かかる炭素数６～１４のアルカ
ンジオールについては前記したことと同じである。また化１中のＡ１及びＡ２は、合計１
～７個の炭素数２～４のオキシアルキレン単位で構成された（ポリ）オキシアルキレン基
を有する（ポリ）アルキレングリコールから全ての水酸基を除いた残基である。かかるポ
リオキシアルキレン基を構成する炭素数２～４のオキシアルキレン単位としては、オキシ
エチレン単位、オキシプロピレン単位、オキシテトラメチレン単位が挙げられる。なかで
も、化１中のＡ１及びＡ２としては、合計２～４個のオキシエチレン単位及び／又はオキ
シプロピレン単位で構成されたポリオキシアルキレン基を有するポリアルキレングリコー
ルから全ての水酸基を除いた残基が好ましい。ポリオキシアルキレン基が二つ以上の異な
るオキシアルキレン単位で構成されている場合、その結合様式は、ランダム結合、ブロッ
ク結合、又はこれらの双方のいずれでもよい。
【００１３】
　化１で示されるアルカンジオール誘導体は公知の方法で合成できる。例えば、アルカン
ジオールに、水酸化ナトリウムや水酸化カリウム等の塩基性触媒存在下で、エチレンオキ
シド、プロピレンオキシド、テトラヒドロフラン等の炭素数２～４のアルキレンオキシド
を逐次付加反応させる方法で合成できる。
【００１４】
　本発明の組成物に供する農薬薬効成分としては、それ自体は公知の各種の除草剤、殺虫
剤、殺菌剤等が使用できる。例えば、除草剤としては、１－（ジエチルカルバモイル）－
３－（２，４，６－トリメチルフェニルスルホニル）－１，２，４－トリアゾール（カフ
ェンストロール）、１－（α，α－ジメチルベンジル）－３－（ｐ－トリル）ウレア（ダ
イムロン）、２－クロロ－２’，６’－ジエチル－Ｎ－（２－ブトキシメチル）アセトア
ニリド（ブタクロール）、２－クロロ－２’，６’－ジエチル－Ｎ－（２－プロポキシエ
チル）アセトアニリド（プレチラクロール）、α－（２－ナフトキシ）プロピオンアニリ
ド（ナプロアニリド）、２－メチルチオ－４，６－ビス（エチルアミノ）－Ｓ－トリアジ
ン（シメトリン）、Ｓ－ターシャリーブチル－３－（２，４－ジクロロ－５－イソプロポ
キシフェニル）－１，３，４－オキサジアゾリン－２－オン（オキサジアゾン）、Ｓ－（
２－メチル－１－ピペリジル－カリボニルメチル－Ｏ，Ｏ－ジ－ｎ－プロピルジチオホス
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フェート（ピペロホス）、３－イソプロピル－２，１，３－ベンゾ－チアジアノン－（４
）－２，２－ジオキシド（ベンタゾン）、２－メチルチオ－４－エチルアミノ－６－（１
，２－ジメチルプロピルアミノ）－ｓ－トリアジン（ジメタメトリン）、３－（４，６－
ジメトキシピリミジン－２－イル）－１－［（２－メトキシカルバニルベンジル）スルフ
ォニル］ウレア（ベンスルフロンメチル）等が挙げられる。
【００１５】
　また殺虫剤としては、１－ナフチル－Ｎ－メチルカーバメート（ＮＡＣ）、メタトリル
－Ｎ－メチルカーバメート（ＭＴＭＣ）、２－イソプロピルフェニル－Ｎ－メチルカーバ
メート（ＭＩＰＣ）、２－セカンダリーブチルフェニル－Ｎ－メチルカーバメート（ＢＰ
ＭＣ）、３，４－キシリル－Ｎ－メチルカーバメート（ＭＰＭＣ）、２，３－ジヒドロ－
２，２－ジメチルベンゾフラン－７－イル（ジブチルアミノチオ）メチルカルバマート（
カルボスルファン）、Ｏ－ｎ－ブチル－Ｏ’－（２，２－）ジメチル－２，３－ジヒドロ
ベンゾフラン－７－イル）－Ｎ，Ｎ’－チオ－ジカルバマート（フラチオカルブ）、（Ｒ
Ｓ）α－シアノ－３－フェノキシベンジル＝（ＲＳ）－２，２－１－（４－エトキシフェ
ニル）シクロプロパンカルボキシラート（シクロプロトリン）、２－タ－シャリ－ブチル
イミノ－３－イソプロピル－５－フェニル－１，３，５－チアジアジナン－４－オン（ブ
プロフェジン）、２－（４－エトキシフェニル）－２－メチルプロピル－３－フェノキシ
ベンジルエーテル（エトフェンプロックス）、Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（メチル－４－ニ
トロフェニル）チオフォスフェート（ＭＥＰ）、（２－イソプロピル－４－メチルピリミ
ジル－６）－ジエチルチオフォスフェート（ダイアジノン）、Ｓ，Ｓ’－［２－（ジメチ
ルアミノ）トリメチレン］ビス－ベンゼンチオスルフォネート（ベンスルタップ）等が挙
げられる。
【００１６】
　更に殺菌剤としては、５－メチル－１，２，４－トリアゾロ（３，４－ｂ）ベンゾチア
ゾール（トリシクラゾール）、ジメチル４，４－（ｏ－フェニレン）ビス３－チオアロフ
ァネート（トップジンＭ）、Ｏ，Ｏ－ジイソプロピル－Ｓ－ベンジルチオフォスフェート
（ＩＢＰ）、３－アリルオキシ－１，２－ベンゾイソチアゾール－１，１－ジオキシド（
プロペナゾール）、Ｏ－エチル－Ｓ，Ｓ－ジフェニルジチオフォスフェート（ＥＤＤＰ）
、ジイソプロピル－１，３－ジチオラン－２－イリデン－マロネート（イソプロチオラン
）、３－イソプロポキシ－２－メチルベンズアニリド（メプロニル）、（Ｅ，Ｚ）－４，
６－ジメチル－２－［１－（Ｏ－トリル）－１－エチリデン－ヒドラジノ］ピリミジン（
フェリムゾン）、１－（４－クロロベンジル）－１－シクロペンチル－３－フェニル尿素
（ペンシクロン）等が挙げられる。
【００１７】
　本発明の組成物に供する分散助剤としては、ノニオン、アニオン、カチオン、両性界面
活性剤等それ自体は公知の各種の界面活性剤が使用できる。なかでも、ポリオキシアルキ
レンアリルフェニルエーテル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアリルフェニルエーテルリン
酸塩、ナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物金属塩、リグニンスルホン酸金属塩
、ポリオキシアルキレン多価アルコール脂肪酸エステル及び多価アルコール脂肪酸エステ
ルから選ばれる一つ又は二つ以上が好ましい。また、かかる界面活性剤のなかでも、多価
アルコール脂肪酸エステルとしてはショ糖脂肪酸エステルがより好ましく、ＨＬＢ１０～
１８のショ糖脂肪酸エステルが特に好ましい。分散助剤としての界面活性剤は一つ又は二
つ以上を混合して使用することができる。
【００１８】
　本発明の組成物は、以上説明したようなアルカンジオール及びアルカンジオール誘導体
から選ばれる一つ又は二つ以上の拡展剤、農薬薬効成分及び分散助剤を含有して成るもの
であって、該拡展剤を０．１～１０質量％、好ましくは１～８質量％、該農薬薬効成分を
０．１～７０質量％、好ましくは１～５０質量％及び該分散助剤を０．１～２０質量％、
好ましくは１～１０質量％の割合で含有し、且つ該拡展剤、該農薬薬効成分及び該分散助
剤を合計で５～９０質量％、好ましくは１０～７０質量％となるよう含有して成るもので
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ある。そして残部は主として水から成っている。
【００１９】
　本発明の組成物は、保存安定性をより良く保つために、２０℃における粘度を５０～２
０００ｍＰａ・ｓ、好ましくは１００～１０００ｍＰａ・ｓの範囲に調整することが好ま
しい。かかる粘度は、例えば、１）キサンタンガム、グアーガム、カルボキシメチルセル
ロース、ヒドロキシエチルセルロース、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、
デキストリン、カゼイン、アルギン酸Ｎａ、ポリアクリル酸Ｎａ等の水溶性高分子、２）
ノニオン系会合性高分子、及び３）ベントナイト、ホワイトカーボン等の無機物質等の増
粘剤を使用する方法、及び／又は本発明の組成物中の水量を調整する方法により調整でき
る。
【００２０】
　本発明の組成物は、製造時、使用時、輸送時及び保管時の目的に応じて、シリカシリコ
ーン系、シリコーンコンパウンド系、シリコーンエマルジョン系、アマイド系、ポリエー
テル系等の消泡剤、破泡剤、抑泡剤及び脱泡剤、ソルビン酸カリウム、安息香酸Ｎａ、１
，２－ベンゾチアゾリン－３－オン（ＢＩＴ）、５－クロロ－２－メチル－４－イソチア
ゾリン－３－オン（ＣＩＴ）と２－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン（ＭＩＴ）と
の配合物、１,２－ジブロモ－２,４－ジシアノブタン（ＤＢＤＣＢ）、２,２－ジブロモ
－３－ニトリロ－プロピオンアミド（ＤＢＮＰＡ）、２－ブロモ－２－ニトロ－１,３－
プロパンジオール（ＢＮＰＤ）等の防腐剤、及びエチレングリコール、プロピレングリコ
ール、グリセリン、尿素等の凍結防止剤、等を適宜含有することができる。
【００２１】
　本発明の組成物は、その調製方法を特に限定されるものではなく、公知の方法で調製で
きる。例えば、固体農薬薬効成分を予めジェット・オ・マイザーのような乾式粉砕機にて
微粉砕し、これに水、拡展剤、分散助剤、消泡剤等を混合し、混合液をサンドグラインダ
ーのような湿式粉砕機にて混合粉砕し、さらに凍結防止剤、増粘剤等を配合して、調製す
ることができる。湿式粉砕機はサンドグラインダーの他にダイノーミル、ビスコミル、グ
レンミル等も使用できる。
【発明の効果】
【００２２】
　以上説明した本発明の組成物は拡展性に優れ、同時に保存安定性にも優れるという効果
がある。
【００２３】
　以下、本発明の構成及び効果をより具体的にするため、実施例等を挙げるが、本発明が
これらの実施例に限定されるというものではない。尚、以下の実施例及び比較例において
、部は質量部を、また％は質量％を意味する。
【実施例】
【００２４】
　試験区分１
　・拡展剤としての化１で示されるアルカンジオール誘導体（Ａ－１）の合成
　２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオール１６０．３ｇ（１モル）をオート
クレーブに仕込み、触媒として水酸化カリウム粉末１ｇを加えた後、オートクレーブ内を
充分に窒素で置換した。撹拌下に反応温度を１３０～１５０℃に維持しつつエチレンオキ
シド２６４ｇ（６モル）を圧入して付加重合反応をおこない、同温度で１時間熟成して付
加重合反応を終了した。触媒をリン酸で中和した後、副生物を分子蒸留により分離して、
化１中のＲが２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオールから全ての水酸基を除
いた残基であり、またＡ１及びＡ２が合計３個のオキシエチレン単位で構成されたポリオ
キシエチレン基を有するポリエチレングリコールから全ての水酸基を除いた残基である場
合の化１で示されるアルカンジオール誘導体（Ａ－１）を得た。
【００２５】
　・拡展剤としての化１で示されるアルカンジオール誘導体（Ａ－２）～（Ａ－１０）及
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び比較のためのアルカンジオール誘導体（ａ－１）～（ａ－３）の合成
　アルカンジオール誘導体（Ａ－１）と同様にして、表１に記載のアルカンジオール誘導
体（Ａ－２）～（Ａ－１０）及び（ａ－１）～（ａ－３）を合成した。各例の内容を表１
にまとめて示した。
【００２６】
【表１】

【００２７】
　表１において、
　＊１：Ｒを形成することとなる原料として用いたアルカンジオールで表記
　ＥＯ：オキシエチレン単位
　ＰＯ：オキシプロピレン単位
【００２８】
　試験区分２（組成物の調製）
　実施例１～３０及び比較例１～１０
　試験区分１で合成した拡展剤（Ａ－１）３部、農薬薬効成分としてカフェンストロール
２０部、分散助剤としてショ糖ラウリン酸エステル（ＨＬＢ１６）５部、凍結防止剤とし
てプロピレングリコール５部、消泡剤としてシリコーンエマルジョン（ＫＳ－６６）０．
１部及び市水４６．８部を混合した後、サンドグラインダーを用いて湿式粉砕し、懸濁液
を調製した。別に、市水２０部に増粘剤としてキサンタンガム０．１部を均一に分散させ
ておき、これと前記の懸濁液とを混合し、均一な実施例１の水田用水性懸濁農薬組成物を
調製した。同様にして、実施例２～３０及び比較例１～１０の水田用水性懸濁農薬組成物
を調製した。なお、粘度は増粘剤量により調整した。以上で調製した各水田用水性懸濁農
薬組成物の内容を表２及び表３にまとめて示した。

【００２９】
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【表２】

【００３０】
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【表３】

【００３１】
　表２及び３において、
　割合：％
　Ａ－１～Ａ－１０，ａ－１～ａ－３：試験区分１で合成した拡展剤
　Ａ－１１：２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオール
　Ａ－１２：２－エチル－１，３－ヘキサンジオール
　Ａ－１３：１，１０－デカンジオール
　ａ－４：１，４－ブタンジオール
　ａ－５：エチレングリコールモノノナナート
　ａ－６：α―２－エチルヘキシル－ω－ヒドロキシ－ジオキシエチレン
　ａ－７：サーフィノール１０４（エアープロダクツ社製）
　ａ－８：１，２－ビス（２－エチルヘキシルオキシカルボニル）エタンスルホン酸ナト
リウム
　Ｂ－１：ショ糖ラウリン酸エステル（ＨＬＢ１６）
　Ｂ－２：ショ糖オレイン酸エステル（ＨＬＢ１５）
　Ｂ－３：ショ糖ステアリン酸エステル（ＨＬＢ１１）
　Ｂ－４：ポリオキシエチレンアリルフェニルエーテルホスフェートアミン塩（竹本油脂
社製の商品名ニューカルゲンＦＳ－３）
　Ｂ－５：ポリオキシアルキレンアリルフェニルエーテルサルフェートアンモニウム塩（
竹本油脂社製の商品名ニューカルゲンＦＳ－７）
　Ｂ－６：ナフタレンスルホン酸ホルムアルデヒド縮合物ナトリウム塩
　Ｂ－７：リグニンスルホン酸ナトリウム塩
　Ｂ－８：ポリオキシエチレンソルビタンオレイン酸エステル（ＨＬＢ１５）
　Ｂ－９：ポリオキシアルキレンアリルフェニルエーテル（竹本油脂社製の商品名ニュー
カルゲンＦＳ－１）
　Ｂ－１０：ポリオキシアルキレンアルキルエーテル（竹本油脂社製の商品名ニューカル
ゲンＤ－１１１０ＤＩＲ）
　Ｂ－１１：ジブチルナフタレンスルホン酸ナトリウム塩／ぼう硝＝７０／３０（質量比
）の混合物
　Ｂ－１２：ラウリルサルフェートナトリウム塩
　Ｂ－１３：ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩／ぼう硝酸＝６０／４０（質量比
）の混合物
　Ｚ－１：カフェンストロール
　Ｚ－２：ダイムロン
　Ｚ－３：クロメプロップ
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　Ｍ－１：フィプロニル
　Ｍ－２：イミダクロプリド
　Ｋ－１：プロペナゾール
　Ｋ－２：トリシクラゾール
【００３２】
　試験区分３（組成物の粘度測定）
　表２の実施例及び表３の比較例に記載した組成物の粘度を、Ｂ型粘度計（東京計器社製
のデジタルＢ型粘度計ＤＶＬ－Ｂ型）を用い、下記の条件にて測定した。
　・測定温度：２０℃
　・ローターＮｏ．：２
　・回転数：１２ｍｉｎ－１

　測定結果を表４及び表５にまとめて示した。
【００３３】
　試験区分４（組成物の拡展性評価）
縦２００cm、横１０cm、深さ４cmのステンレス製直方容器に、深さ３cmまで水を入れた。
容器の縦方向一端の中央部から実施例及び比較例に記載の組成物０．２ｇを水面上部１０
cmの高さからスポイトを用いて散布した。散布３時間後に、容器の縦方向他端の２００cm
地点において、深さ１cmの地点より水を２０ml採取し、水中の農薬薬効成分の濃度をＨＰ
ＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）にて分析した。拡展性は次式により農薬薬効成分が
容器内に均一に分散した場合の理論水中濃度に対する割合で示し、下記のように評価した
（評価１）。同様に、５４℃にて２ヶ月間保存した実施例及び比較例に記載の組成物につ
いても、拡展性を評価した（評価２）。結果を表４及び５にまとめて示した。
【００３４】
【数１】

【００３５】
　評価基準
　◎：９０％以上
　◎～○：８０％以上９０％未満
　○：７０％以上８０％未満
　○～△：６０％以上７０％未満
　△：５０％以上６０％未満
　×：５０％未満
【００３６】
　試験区分５（組成物の保存安定性評価）
　実施例及び比較例に記載の組成物を容量５０mlのガラス製スクリュー管に５０ml入れ、
４０℃の恒温器にて３ヶ月間静置し、組成物の分離状態から下記式を用いて保存安定性を
評価した。結果を表４及び５にまとめて示した。
【００３７】

【数２】

【００３８】
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　評価基準
　◎：９５％以上
　◎～○：９０％以上９５％未満
　○：８０％以上９０％未満
　○～△：７０％以上８０％未満
　△：５０％以上７０％未満
　×：５０％未満又はハードケーキングが認められる
【００３９】
【表４】

【００４０】
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【表５】

【００４１】
　表４及び表５の結果からも、本発明の組成物が拡展性に優れ、同時に保存安定性にも優
れていることが明らかである。
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